
表 3966　残存腎機能（一日尿量）(mL/日)　治療方法（新分類）別 （腹膜透析患者）

治療方法
（新分類）

100未満 100～ 400～ 800～ 1200～ 1600～ 合計 記載なし 総計 平均 標準偏差

腹膜透析
（CAPD）

476 432 563 490 292 181 2,434 2,587 5,021 667.43 586.95

（％） (19.6) (17.7) (23.1) (20.1) (12.0) (7.4) (100.0)
腹膜透析

（APD）
264 240 345 307 211 107 1,474 1,365 2,839 705.59 581.97

（％） (17.9) (16.3) (23.4) (20.8) (14.3) (7.3) (100.0)
腹膜透析
（CCPD）

212 137 115 102 36 19 621 460 1,081 432.31 481.84

（％） (34.1) (22.1) (18.5) (16.4) (5.8) (3.1) (100.0)
合計 952 809 1,023 899 539 307 4,529 4,412 8,941 647.61 578.57
（％） (21.0) (17.9) (22.6) (19.8) (11.9) (6.8) (100.0)

記載なし
（％）
総計 952 809 1,023 899 539 307 4,529 4,412 8,941 647.61 578.57
（％） (21.0) (17.9) (22.6) (19.8) (11.9) (6.8) (100.0)

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
*腹膜透析（CCPD）は、APDと手動のバック交換の両方を行うもの
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